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は
じ
め
に

三
条
通
が
、
桂
川
の
堤
に
差
し
か
か
る
手
前
に
、
閑
静
な
佇
ま
い
の
商
家
が
あ

る
。
こ
の
家
が
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
薪
炭
商
の
小
山
家
で
あ
る
。
小
山
家
の
前

を
通
る
三
条
通
り
の
南
側
に
は
、
西
高
瀬
川
が
流
れ
て
い
る
。

小
山
家
の
調
査
は
、
平
成
二
十
三
年
五
月
三
日
の
聞
き
取
り
調
査
か
ら
始
ま
っ

た
。
調
査
の
進
展
に
伴
っ
て
、
先
祖
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
薪
炭
商
関
連
の
貴

重
な
文
化
財
を
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
伺
っ
た
。
そ
し
て
二
回
目
の
調
査
の
と

き
、
小
山
家
の
文
書
の
一
部
が
京
都
市
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
史
料
京
都
の
歴
史
』

（
右
京
区
・
一
九
九
四
年
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
れ
以
降
、

小
山
家
の
調
査
は
、
鈴
木
が
担
当
す
る
本
学
文
化
学
部
の
演
習
の
一
環
と
し
て
調

査
を
続
け
た
。
さ
ら
に
平
成
二
十
三
年
度
の
秋
か
ら
は
、
京
都
産
業
大
学
む
す
び

わ
ざ
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
展
示
を
視
野
に
入
れ
た
調
査
も
開
始
し
た
。
こ
の
こ
ろ

要
　
　
旨

本
学
文
化
学
部
が
開
講
す
る
学
芸
員
課
程
科
目
「
博
物
館
実
習
Ⅱ
」
で
は
、

近
世
京
都
の
有
力
商
家(

薪
炭
商)

で
あ
る
小
山
家
に
伝
来
し
た
美
術
作
品

の
調
査
を
、
昨
年
よ
り
行
っ
て
い
る
。「
博
物
館
実
習
Ⅱ
」
に
お
い
て
、
実

際
に
文
化
財
を
取
り
扱
う
意
義
は
甚
だ
大
き
く
、
学
び
の
質
は
高
め
ら
れ
て

い
る
。
加
え
て
、
現
在
も
調
査
を
継
続
し
て
い
る
た
め
総
て
の
問
題
に
つ
い

て
明
確
に
し
得
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
近
世
京
都
に
お
け
る
薪
炭
商
と
い
う

特
殊
な
業
種
の
商
家
に
伝
わ
っ
た
文
化
財
の
概
容
に
つ
い
て
も
、
お
ぼ
ろ
げ

な
が
ら
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
本
稿
で
は
、
第
一
に
学
芸
員
課
程
科
目

「
博
物
館
実
習
Ⅱ
」
の
受
講
生
が
主
体
的
に
、
す
な
わ
ち
自
ら
観
察
、
判
断
、

考
察
し
な
が
ら
小
山
家
伝
来
の
文
化
財
を
調
査
す
る
中
で
得
ら
れ
た
成
果
に

つ
い
て
、
本
科
目
の
主
担
当
で
あ
る
鈴
木
久
男
が
報
告
す
る
。
第
二
に
、
基

礎
調
査
を
終
え
た
小
山
家
に
伝
来
す
る
美
術
作
品
の
概
要
に
つ
い
て
、
本
科

目
の
美
術
分
野
を
担
当
す
る
吉
田
卓
爾
が
記
す
こ
と
と
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
小
山
家
、
薪
炭
商
、
近
世
京
都
、
博
物
館
実
習
、
屏
風

近
世
京
都
の
有
力
商
家
、
薪
炭
商
小
山
家
に
伝
来
す
る
美
術
作
品
の
調
査
研
究

―
学
芸
員
課
程
科
目
「
博
物
館
実
習
Ⅱ
」
に
お
け
る
活
動
報
告
と
併
せ
て
―

鈴
　
　
木
　
　
久
　
　
男

吉
　
　
田
　
　
卓
　
　
爾
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よ
り
、
小
山
家
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
調
査
内
容
を
一
段
と
充
実
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
。

そ
の
成
果
の
一
端
を
公
開
す
る
た
め
に
、
平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
日
か
ら

平
成
二
十
六
年
一
月
十
八
日
に
か
け
て
、
京
都
産
業
大
学
む
す
び
わ
ざ
館
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
「
第
六
回
企
画
展
　
京
都
下
嵯
峨
薪
炭
商
小
山
家
の
歴
史
」
と
し
て
展
示

会
を
開
催
し
た
。
さ
ら
に
平
成
二
十
六
年
三
月
に
は
、
小
山
家
に
伝
世
さ
れ
て
き

た
ひ
な
人
形
や
雛
道
具
の
展
示
を
行
っ
た
。

一
方
、
博
物
館
学
芸
員
課
程
の
実
習
と
し
て
、
小
山
家
か
ら
借
用
し
て
い
る
資

料
の
調
査
も
実
施
し
て
い
る
。
特
に
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
は
屏
風
や
掛
軸
と

い
っ
た
美
術
作
品
の
調
査
も
開
始
し
、
調
書
の
作
成
、
即
ち
作
品
ご
と
に
新
た
な

管
理
番
号
を
付
し
、
名
称
（
画
題
）、
形
態
、
材
質
、
寸
法
、
損
傷
等
に
つ
い
て

記
録
し
、
写
真
撮
影
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
二
十
六
年
十
二
月
に
は
、
京
都
産
業

大
学
む
す
び
わ
ざ
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
協
力
に
よ
り
、
ミ
ニ
企
画
展
「
屏
風
展
」
と

題
し
て
、
実
習
の
際
に
調
査
対
象
と
な
っ
た
屏
風
三
点
を
一
般
に
公
開
す
る
機
会

も
得
た
。

以
上
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
中
で
、
小
山
家
に
伝
来
す
る
美
術
作
品
の
性
格
や

特
徴
が
僅
か
な
が
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
現
在
も
調
査
は
継
続
中
で

あ
り
、
必
ず
し
も
断
定
で
き
る
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
が
、
小
山
家
伝
来
の
美
術

作
品
に
関
す
る
調
査
状
況
及
び
今
後
の
調
査
の
見
通
し
に
つ
い
て
記
し
て
お
き

た
い
。

一
、
小
山
家
の
概
要

（
一
）
小
山
家
の
沿
革

小
山
家
の
歴
史
に
つ
い
て
、
現
当
主
の
小
山
勝
之
氏
と
祖
父
に
あ
た
る
第
十
四

代
、
小
山
弥
兵
衛
（
治
三
郎
）
氏
が
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
三
）
に
著
さ
れ
た
『
目

録
』
か
ら
見
て
ゆ
く
。

家
祖
の
生
前
の
名
前
は
明
ら
か
で
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
戒
名
を
自
休
院
と
い

い
、
伊
勢
国
北
畠
家
の
一
族
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
北
畠
家
の
滅
亡
時
に
、

京
都
嵯
峨
野
の
地
へ
移
り
住
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
か
ら
小
山
家
は
、
武

士
を
捨
て
農
業
と
商
い
を
生
業
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
二
代
目
宗

裕
は
、
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
五
月
に
現
在
の
地
に
移
り
、
地
の
利
を
得
た
材

木
商
を
営
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

豊
臣
秀
吉
が
伏
見
城
を
築
城
す
る
際
に
、
天
守
閣
の
用
材
調
達
が
小
山
家
に
命

じ
ら
れ
た
。
そ
の
功
績
を
認
め
た
秀
吉
か
ら
「
御
墨
付
」
と
「
上
木
屋
」
の
屋
号

を
賜
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
三
代
目
か
ら
小
山
家
の
当
主
は
、
代
々
弥

兵
衛
を
襲
名
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
後
、
商
い
の
材
木
商
は
多
い
に
繁
盛
し
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
元
文

二
年
（
一
七
三
七
）
に
、
横
町
か
ら
の
出
火
に
よ
り
、
小
山
家
の
建
物
や
家
財
、

と
り
わ
け
大
切
な
家
宝
の
御
墨
付
を
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
安
政
三
年

（
一
八
五
六
）
に
は
、
小
山
家
か
ら
の
出
火
に
よ
り
、
建
物
と
家
財
の
ほ
と
ん
ど

が
灰
燼
に
き
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
幸
い
に
も
三
条
通
に
面
す
る

土
蔵
一
棟
は
焼
失
か
ら
免
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

小
山
家
は
直
ち
に
、
焼
亡
し
た
住
居
と
薪
炭
倉
庫
の
再
建
に
取
り
掛
か
っ
た
。
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こ
の
時
に
居
住
用
の
建
物
と
し
て
、
小
山
家
か
ら
東
方
に
所
在
す
る
車
折
神
社
に

建
立
さ
れ
て
い
た
建
物
を
曳
家
し
て
、
こ
れ
に
充
て
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
再
建

に
あ
た
っ
て
は
、
火
元
が
小
山
家
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
住
ま
い
は
決
し
て
華
美

に
し
な
い
が
、
商
い
用
の
薪
炭
倉
庫
は
、
し
っ
か
り
し
た
も
の
を
建
築
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
小
山
家
に
伝
え
ら
れ
た
史
料
の
一
部
は
『
史
料
京
都
の
歴
史
』
⒕
右

京
区
編
の
関
係
文
書
目
録
・
解
説
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
史
料
の

多
く
は
、
江
戸
時
代
後
半
に
属
す
る
田
畑
屋
敷
地
や
金
銭
に
関
す
る
売
券
・
借
用

証
文
類
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
小
山
家
は
、
材
木
や
薪
炭
以
外
に
不
動
産
に
よ
る

経
済
活
動
に
も
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。

明
治
時
代
以
降
も
、
江
戸
時
代
同
様
、
材
木
や
薪
炭
を
商
っ
て
い
た
が
、
商
品

流
通
や
燃
料
の
変
化
に
よ
っ
て
経
営
は
次
第
に
衰
え
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し

か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
石
油
不
足
の
た
め
木
材
燃
料
は
統
制
を
受
け
な
が

ら
も
一
時
的
に
見
直
さ
れ
た
。
な
か
で
も
、
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
に
か
わ
っ
て
木
炭

自
動
車
が
活
躍
し
た
。
そ
の
た
め
小
山
家
で
は
、
ク
ヌ
ギ
材
を
加
工
し
た
木
炭
自

動
車
用
の
燃
料
を
商
っ
て
い
た
。
ま
た
、
五
条
坂
周
辺
部
の
京
焼
の
窯
元
に
も
陶

器
焼
成
用
の
薪
を
供
給
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
の
後
は
、
燃
料
が
根
本
的
に
変
化
し
た
た
め
、
薪
炭
商
は
廃
業
を
よ
ぎ
な
く

さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
そ
し
て
代
々
継
承
し
て
き
た
「
上
木
屋
弥
兵
衛
」

の
屋
号
も
、
第
十
五
代
（
勝
太
郎
氏
）
の
時
に
廃
さ
れ
た
。

（
二
）
現
存
す
る
薪
炭
商
の
遺
構

現
小
山
家
の
屋
敷
は
、
現
母
屋
一
棟
、
旧
母
屋
一
棟
、
離
れ
座
敷
一
棟
、
土
蔵

二
棟
、
薪
炭
倉
庫
二
棟
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
建
物
の
な
か
で
最
も
古
い
と
さ

れ
て
い
る
の
が
、
旧
母
屋
の
東
側
に
位
置
す
る
土
蔵
で
、
安
政
の
火
災
を
免
れ
た

も
の
で
あ
る
。
次
に
古
い
建
物
は
、
現
母
屋
の
北
に
位
置
す
る
離
れ
座
敷
で
あ
る
。

こ
の
建
物
は
数
寄
屋
造
で
間
取
り
は
、
三
畳
・
四
畳
半
・
十
畳
の
三
室
か
ら
な
っ

て
い
る
。
小
山
家
の
伝
承
や
『
郷
土
の
今
昔
』（
嵐
山
学
区
郷
土
史
研
究
会
一
九

七
九
）
に
よ
れ
ば
、
建
物
は
江
戸
時
代
後
期
に
、
俳
諧
の
嵯
峨
丈
翠
が
車
折
神
社

境
内
に
建
て
た
落
柿
舎
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
安
政
三
年
の
火
災
後
に
、
こ

の
建
物
は
小
山
家
へ
移
築
さ
れ
、
住
ま
い
と
さ
れ
た
。

さ
ら
に
安
政
三
年
の
復
興
時
に
新
築
さ
れ
た
の
が
、
薪
炭
倉
庫
で
あ
る
。
倉
庫

の
柱
に
は
「
安
政
三
年
十
月
」
の
墨
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
現
在
こ
の
建
物
は
、

自
動
車
の
修
理
場
と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
、
壁
や
柱
、
そ
れ

に
棟
木
や
垂
木
な
ど
の
部
材
の
な
か
に
は
、
当
時
の
も
の
が
少
な
か
ら
ず
見
受
け

ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
小
山
家
に
は
、
戦
時
中
に
薪
炭
倉
庫
の
前
で
撮
影
さ
れ
た
家
族
写
真

が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
写
真
の
背
景
に
な
っ
て
い
る
瓦
葺
建
物
が
、
現
存
す
る
薪

炭
倉
庫
で
あ
る
。

二
、
学
芸
員
課
程
科
目
「
博
物
館
実
習
Ⅱ
」
に
お
け
る
小
山
家
所
蔵

文
化
財
の
調
査

（
一
）
小
山
家
伝
来
美
術
作
品
の
調
査
実
習
に
至
っ
た
経
緯

近
年
、
学
外
に
お
け
る
館
園
実
習
先
と
し
て
、
美
術
館
等
を
希
望
す
る
学
生
数

が
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
学
芸
員
課
程
科
目
「
博
物
館
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実
習
Ⅱ
」
で
は
、
館
園
実
習
に
先
立
ち
、
あ
ら
か
じ
め
習
得
し
て
い
る
こ
と
が
望

ま
れ
る
基
本
的
な
技
術
や
判
断
力
等
に
つ
い
て
、
事
前
に
学
生
に
自
覚
さ
せ
て
お

く
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
、
実
際
の
現
場
で
働
く
学
芸
員
と
同
様
の
実
務
内
容

を
体
験
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
環
境
の
整
備
を
進
め
、
平
成
二
十
六
年
度

よ
り
「
む
す
び
わ
ざ
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
に
お
い
て
学
生
を
主
体
と
し
た
小
山
家
伝

来
の
文
化
財
調
査
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
。

平
成
二
十
六
年
度
、
五
月
二
十
四
日
（
土
）
及
び
六
月
六
日
（
土
）
の
二
日
間
、

ま
た
平
成
二
十
七
年
度
、
五
月
三
十
一
日
（
土
）
に
、
壬
生
校
地
の
「
む
す
び
わ

ざ
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
に
お
い
て
、
同
館
が
管
理
す
る
小
山
家
伝
来
の
美
術
作
品
の

調
査
を
行
っ
た
。「
博
物
館
実
習
Ⅱ
」
の
授
業
の
一
環
と
し
て
小
山
家
の
美
術
品

の
調
査
を
行
う
中
で
、
大
き
く
二
つ
の
成
果
が
得
ら
れ
た
。
一
点
目
は
、「
博
物

館
実
習
Ⅱ
」
の
授
業
に
お
い
て
、
学
生
を
主
体
と
し
た
絵
画
史
料
の
本
格
的
な
調

査
を
実
施
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
点
目
は
、
小
山
家
に
伝
来
す
る
文
化
財
の

総
て
で
は
な
い
も
の
の
、
調
査
対
象
と
な
っ
た
一
部
の
絵
画
作
品
に
関
し
て
、
こ

れ
ま
で
判
然
と
し
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
画
題
や
作
者
や
制
作
年
代
等
に
つ
い
て
有

力
な
情
報
が
幾
ら
か
得
ら
れ
、
近
世
京
都
の
有
力
商
家
小
山
家
に
伝
来
し
た
美
術

作
品
の
性
格
や
特
徴
に
つ
い
て
明
確
に
し
て
い
く
上
で
の
調
査
方
針
を
検
討
し
得

る
段
階
に
至
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
本
課
題
で
は
引
き
続
き
調
査
を
行
っ
て
お
り
、

小
山
家
伝
来
の
美
術
作
品
に
つ
い
て
は
今
後
も
継
続
的
に
報
告
し
、
そ
の
全
体
像

に
つ
い
て
も
調
査
終
了
後
に
改
め
て
報
告
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
次
節
で
は
、「
博
物
館
実
習
Ⅱ
」
に
お
い
て
美
術
品
の
調
査
を
実
施
し
た
こ

と
に
よ
り
得
ら
れ
た
成
果
及
び
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、
ま
た
次
章
で
は
基
礎
調

査
を
終
え
た
小
山
家
伝
来
の
美
術
品
の
概
要
及
び
諸
作
品
の
問
題
点
に
つ
い
て
記

す
こ
と
と
す
る
。

（
二
）
授
業
概
要

調
査
に
際
し
て
は
、
学
生
一
人
一
人
が
学
芸
員
の
実
務
内
容
を
体
験
し
な
が
ら

学
べ
る
よ
う
、
両
年
度
と
も
、 

全
体
を
Ａ
、
Ｂ
の
二
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
異
な
る
作
品
を
対
象
と
し
て
調
査
を
進
め
た
。
調
査
内
容
及
び
調
査
項

目
と
し
て
は
、
作
品
ご
と
に
新
た
な
管
理
番
号
を
付
し
、
名
称
（
画
題
）、
形
態
、 

材
質
、
寸
法
、
損
傷
等
に
つ
い
て
記
録
し
、
写
真
撮
影
を
行
っ
た
。
平
成
二
十
六

年
度
は
、
調
査
終
了
後
、
全
体
で
集
合
し
、
各
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
が
調
査
結

果
を
発
表
し
、
調
査
方
法
や
調
査
内
容
に
関
す
る
情
報
を
全
体
で
共
有
し
た
。
ま

た
調
査
最
終
日
の
六
月
六
日
（
土
）
は
、
二
日
間
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
各
調
査
対
象
の
展
示
・
公
開
の
方
法
や
可
能
性
に
つ
い
て
議
論

し
、
最
後
に
全
体
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
形
式
で
の
発
表
を
行
い
、
全
体
で
の

意
見
交
換
を
実
施
し
た
。
実
際
の
学
芸
員
の
実
務
内
容
に
及
ば
な
い
点
は
多
々

あ
っ
た
も
の
の
、
以
上
の
過
程
に
お
い
て
学
生
達
は
、
博
物
館
法
に
定
め
ら
れ
て

い
る
学
芸
員
の
主
た
る
四
種
の
職
務
内
容
、
す
な
わ
ち
①
保
存
・
管
理
（
収
集
）、

②
調
査
・
研
究
、
③
企
画
・
展
示
、
④
教
育
・
普
及
の
一
端
を
、
一
通
り
経
験
し

得
た
と
も
の
と
見
做
さ
れ
る
。
も
と
よ
り
、
学
芸
員
の
実
務
内
容
は
、
博
物
館
法

に
定
め
ら
れ
た
学
芸
員
の
職
務
内
容
の
様
に
整
然
と
分
類
で
き
る
も
の
で
は
な

く
、
学
生
達
が
実
際
の
学
芸
員
の
実
務
内
容
に
つ
い
て
、
す
な
わ
ち
、
博
物
館
法

に
定
め
ら
れ
た
職
務
内
容
の
矛
盾
点
や
実
際
に
作
品
を
取
り
扱
う
上
で
の
問
題
点

に
つ
い
て
、
実
務
内
容
を
経
験
し
な
が
ら
考
察
す
る
機
会
が
得
ら
れ
た
こ
と
は
大

き
な
成
果
で
あ
る
。
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一
方
、
週
三
時
間
の
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
は
、
掛
軸
、
巻
子
、
屏
風
等
の
取

り
扱
い
、
写
真
撮
影
と
い
っ
た
学
芸
員
が
備
え
る
べ
き
最
も
基
本
的
な
技
能
及
び

技
術
に
つ
い
て
で
さ
え
も
取
捨
選
択
が
迫
ら
れ
、
学
芸
員
課
程
を
充
実
さ
せ
て
い

く
こ
と
の
難
し
さ
も
痛
感
し
て
い
る
。
僅
か
で
も
、
受
講
生
に
と
っ
て
、
よ
り
良

い
環
境
を
整
備
し
て
い
け
る
よ
う
、
今
後
も
様
々
な
可
能
性
を
模
索
し
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。
実
習
生
に
よ
る
こ
う
し
た
展
示
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
共
同
で

今
後
も
継
続
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

平
成
二
十
六
年
度
調
査
参
加
者

伊
坪
哲
史
、
坂
本
明
香
里
、
千
　
福
実
、
野
田
宏
美
、
橋
爪
麻
里
、
藤
川
有
咲
、

奥
　
春
菜
、
嘉
儀
智
果
、
後
藤
優
里
、
柴
田
紗
由
美
、
浅
井
優
子
、
山
口
仁
志
、

浅
川
覇
玖
羅
、
石
川
有
紗
、
木
屋
絵
里
子
、
畑
中
健
志
、
林
　
健
太
郎
、
松
田
尚

子
、
安
田
智
哉
、
岡
村
　
現
、
米
林
輝
彦

平
成
二
十
七
年
度
調
査
参
加
者

寺
田
早
織
、
藤
本
泰
知
、
本
城
光
輝
、
飯
田
美
乃
里
、
山
口
ひ
か
り
、
芦
谷
佳

澄
、
阿
南
有
希
乃
、

飯
田
貴
志
、
佐
藤

里
香
子
、
瀬
畑
智

絵
、
高
峰
志
帆
、

高
屋
美
菜
、
増
田

豊
、
松
波
英
里
奈
、

横
田
彩
乃
、
宮
澤

菜
海

写真1　授業の様子

写真2　屏風の調 ]査

写真3　ギャラリーでの展示授業
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三
、
小
山
家
伝
来
の
美
術
作
品

（
一
）
基
礎
調
査
を
終
え
た
諸
作
品
の
概
要
と
問
題
点

こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
り
、
計
七
件
、
八
作
品
の
基
本
事
項
、
す
な
わ
ち
画
題

や
作
者
、
損
傷
状
況
等
に
つ
い
て
の
確
認
を
終
え
た
。
平
成
二
十
六
年
度
に
調
査

を
行
っ
た
四
件
の
う
ち
、
三
件
は
六
曲
一
隻
の
屏
風
で
あ
り
、
残
り
の
一
件
は
二

隻
一
双
の
屏
風
で
あ
る
（
１
）
。
ま
た
、
平
成
二
十
七
年
度
に
取
り
上
げ
た
三
件
は
総
て

掛
軸
で
あ
り
、
内
一
件
が
対
幅
、
残
り
二
件
が
単
幅
で
あ
る
。
諸
作
品
の
名
称
に

つ
い
て
は
、
本
稿
の
中
で
画
題
や
作
者
等
の
問
題
を
鑑
み
な
が
ら
触
れ
る
つ
も
り

で
あ
る
が
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
間
、
一
時
的
に
以
下
の
通
り
に
称
す
る
。
す
な

わ
ち
、
七
件
の
作
品
を
そ
れ
ぞ
れ
、〈
平
成
二
十
六
年
度
調
査
品
①
〉、〈
平
成
二

十
六
年
度
調
査
品
②
〉、〈
平
成
二
十
六
年
度
調
査
品
③
〉、〈
平
成
二
十
六
年
度
調

査
品
④
〉、〈
平
成
二
十
七
年
度
調
査
品
①
〉、〈
平
成
二
十
七
年
度
調
査
品
②
〉、

〈
平
成
二
十
七
年
度
調
査
品
③
〉
と
す
る
。
こ
の
う
ち
、〈
平
成
二
十
六
年
度
調
査

品
①
〉
は
、
屏
風
前
面
に
絵
画
表
現
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
表
装
部
分
を
除
く
前

面
全
体
に
、
表
面
を
銀
色
に
加
工
し
た
紙
を
荒
く
揉
む
こ
と
に
よ
り
不
規
則
な
風

合
い
を
人
工
的
に
作
り
出
し
た
料
紙
を
貼
り
付
け
た
、
い
わ
ゆ
る
銀
屏
風
で
あ

る
。
本
屏
風
裏
面
に
付
さ
れ
た
制
作
当
初
の
も
の
と
判
断
さ
れ
る
貼
り
紙
に
は

「
も
み
屏
風
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
屏
風
の
制
作
当
初
の
呼
称
を

指
し
て
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
、
更
に
は
、「
も
み
」
と
い
う
語
は
、
先
に
述
べ

た
よ
う
に
、
本
屏
風
表
面
に
貼
ら
れ
た
料
紙
に
見
ら
れ
る
人
工
的
に
創
出
さ
れ
た

不
規
則
な
風
合
い
に
由
来
す
る
も
の
と
看
做
さ
れ
る
。
以
後
、
本
屏
風
の
名
称
は

〈
銀
も
み
屏
風
〉
と
す
る
。
し
か
し
、
料
紙
表
面
の
加
工
方
法
、
す
な
わ
ち
料
紙

に
施
さ
れ
た
銀
の
素
材
や
、
人
工
的
な
も
の
と
目
さ
れ
る
料
紙
表
面
の
皴
の
付
け

方
等
、
興
味
深
い
問
題
は
あ
る
も
の
の
、
本
稿
の
目
的
は
小
山
家
に
伝
来
す
る
美

術
作
品
に
つ
い
て
の
考
察
に
あ
り
、
本
屏
風
は
絵
画
作
品
と
し
て
取
り
上
げ
る
べ

き
作
品
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
以
上
の
紹
介
に
止
め
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

ａ
〈
平
成
二
十
六
年
度
調
査
品
②
〉（
図
１
）

〈
平
成
二
十
六
年
度
調
査
品
②
〉、
第
一
扇
及
び
第
六
扇
の
絵
に
は
「
法
橋
友
汀

筆
」
の
落
款
が
あ
り
、
印
章
（
朱
文
方
印
及
び
白
文
連
印
）
の
捺
印
も
あ
る
（
図

２
・
３
）。
す
な
わ
ち
、
本
作
品
は
作
者
や
制
作
年
代
の
特
定
に
繋
が
り
得
る
情

報
を
有
す
る
作
例
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
六
年
度
の
調
査
の
後
、〈
平
成
二

十
六
年
度
調
査
品
②
〉
と
同
様
に
、
第
一
扇
及
び
第
六
扇
に
「
法
橋
友
汀
筆
」
の

落
款
と
印
章
を
伴
う
、
本
来
は
本
屏
風
と
対
を
成
し
て
い
た
と
見
做
さ
れ
る
屏
風

が
、
小
山
家
伝
来
品
の
中
か
ら
新
た
に
発
見
さ
れ
た
。
新
出
品
が
発
見
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
本
屏
風
の
性
格
を
知
る
上
で
、
一
隻
の
み
で
は
断
定
し
難
い
問
題
に

関
し
て
、
よ
り
有
力
な
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
新
出

品
に
関
し
て
は
現
段
階
で
調
査
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
〈
平
成
二
十

六
年
度
調
査
品
②
〉
の
性
格
に
つ
い
て
紹
介
す
る
際
に
、
参
考
と
な
る
問
題
に
限

定
し
て
取
り
上
げ
、
詳
細
に
つ
い
て
は
改
め
て
公
表
す
る
こ
と
と
す
る
。

さ
て
、
本
屏
風
は
各
扇
に
独
立
し
た
画
題
が
描
写
さ
れ
た
所
謂
「
貼
交
屏
風
」

で
あ
る
。
必
ず
し
も
断
言
で
き
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
が
、
第
一
扇
は
梅
と
思

わ
れ
る
樹
木
に
尾
の
長
い
鳥
が
止
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
描
写
し
た
も
の
と
見
做

さ
れ
る
の
で
〈
梅
尾
長
鳥
図
〉、
第
二
扇
は
籠
を
下
げ
、
手
に
貨
幣
を
手
に
し
て

い
る
女
性
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
〈
霊
昭
女
図
〉、
第
五
扇
は
水
上
で
笹
の
葉
に

乗
る
老
人
で
あ
る
の
で
〈
仙
人
図
〉、
第
六
扇
は
柿
と
思
わ
れ
る
樹
木
か
ら
猿
が
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下
り
て
く
る
と
こ
ろ
を
描
写
し
て
い
る
の
で
〈
柿
猿
図
〉
と
見
做
さ
れ
る
（
２
）
。
第
三

扇
は
、
下
方
に
中
景
程
度
の
距
離
か
ら
高
士
を
乗
せ
た
船
を
描
き
、
上
方
に
も
中

景
程
度
の
距
離
か
ら
懸
崖
、
滝
、
樹
木
を
描
写
し
て
い
る
た
め
〈
山
水
人
物
図
〉

に
分
類
さ
れ
る
。
ま
た
、
第
五
扇
は
従
者
に
傘
を
差
し
か
け
ら
れ
た
高
貴
な
人
物

が
右
方
に
向
か
い
、
両
手
を
袖
の
中
で
合
わ
せ
て
神
妙
な
表
情
を
し
て
お
り
、
ま

た
上
方
に
は
遠
景
と
し
て
塀
に
囲
ま
れ
た
家
々
が
描
か
れ
て
お
り
、
儒
教
で
尊
ば

れ
た
人
物
に
関
わ
る
故
事
を
画
題
と
し
た
も
の
と
目
さ
る
が
、
現
段
階
で
は
画
題

を
特
定
す
る
決
定
的
な
モ
チ
ー
フ
が
見
出
さ
れ
な
い
。

以
後
、〈
平
成
二
十
六
年
度
調
査
品
②
〉
を
暫
定
的
に
〈
法
橋
友
汀
落
款
山
水

花
鳥
人
物
貼
交
屏
風
〉
と
仮
称
す
る
。

ｂ
〈
平
成
二
十
六
年
度
調
査
品
③
〉（
図
10
）

〈
平
成
二
十
六
年
度
調
査
品
③
〉
に
は
落
款
及
び
印
章
が
無
く
、
ま
た
付
属
品

も
見
出
さ
れ
ず
、
作
者
や
制
作
年
代
に
繋
が
る
手
掛
か
り
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

絵
画
表
現
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
が
、
本
屏
風
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
唯
一

の
方
法
で
あ
る
。

絵
の
内
容
を
確
認
す
る
と
、
画
面
左
方
に
仙
人
を
配
し
、
画
面
右
方
に
桃
を
盆

の
上
に
載
せ
た
従
者
を
伴
っ
た
貴
婦
人
を
配
す
る
本
屏
風
の
画
題
は
〈
西
王
母
東

王
父
図
〉
と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
（
図
11
〜
14
）。
屏
風
全
体
の
画
題
が
明
確

で
あ
り
な
が
ら
、
作
者
を
特
定
す
る
手
が
か
り
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
点
で
、
先

の
〈
法
橋
友
汀
落
款
山
水
花
鳥
人
物
貼
交
屏
風
〉
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
今
回
の
調
査
に
お
い
て
画
題
が
特
定
さ
れ
、
構
図
や
人
物
表
現
の
確
認

が
な
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
前
進
で
あ
る
。

既
に
狩
野
派
や
鶴
澤
派
の
画
家
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
作
品
の
中
に
、
本
屏
風

と
の
関
連
が
窺
わ
れ
る
作
例
が
数
点
確
認
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
、
こ
れ
ら
狩
野

派
及
び
鶴
澤
派
の
画
家
に
よ
る
作
例
と
の
比
較
分
析
が
調
査
研
究
の
中
心
と
な
る

で
あ
ろ
う
。
な
お
暫
定
的
に
〈
平
成
二
十
六
年
度
調
査
品
③
〉
を
〈
西
王
母
東
王

父
図
屏
風
〉
と
記
す
こ
と
に
す
る
。

ｃ
〈
平
成
二
十
六
年
度
調
査
品
④
〉（
図
15
）

〈
平
成
二
十
六
年
度
調
査
品
④
〉
に
は
、『
源
氏
物
語
』
の
様
々
な
場
面
を
描
写

し
た
扇
面
が
七
扇
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
金
銀
二
色
を
用
い
て
意
匠
的

に
植
物
や
蝶
、
鳥
を
描
い
た
扇
面
が
、
屏
風
各
扇
の
上
下
方
向
に
お
い
て
、
先
の

『
源
氏
物
語
』
の
扇
面
と
交
互
に
な
る
配
置
で
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
（
図
16
）。

両
者
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
は
あ
る
も
の
の
、

本
屏
風
に
お
い
て
主
と
な
る
の
は
先
の
『
源
氏
物
語
』
の
扇
面
で
あ
る
の
で
、
本

稿
で
は
本
屏
風
を
〈
源
氏
物
語
扇
面
貼
付
屏
風
〉
と
称
す
る
こ
と
に
す
る
。
本
屏

風
に
も
落
款
及
び
印
章
は
無
く
、
作
者
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
い
さ
さ
か
複
雑

な
問
題
と
し
て
、
小
山
家
に
伝
来
す
る
未
調
査
の
屏
風
に
、
本
屏
風
中
の
『
源
氏

物
語
』
の
扇
面
と
本
来
は
一
具
で
あ
っ
た
と
見
做
さ
れ
る
扇
面
が
一
扇
、
他
の
扇

面
と
共
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
い
ま
挙
げ
た
一
扇
を
含
め
る
と
、

小
山
家
に
伝
来
す
る
『
源
氏
物
語
』
の
扇
面
は
八
面
あ
り
、
八
面
総
て
に
扇
面
と

し
て
使
用
さ
れ
た
際
に
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
折
り
目
が
残
っ
て
い
る
。
各

扇
面
に
描
か
れ
た
場
面
は
、〈
源
氏
物
語
扇
面
貼
付
屏
風
〉
第
一
扇
よ
り
順
に
確

認
す
る
と
、
第
一
扇
、
上
か
ら
二
扇
目
が
〈
朝
顔
〉（
図
17
）、
第
二
扇
、
上
か
ら

二
扇
目
が
〈
若
菜
上
〉（
図
18
）、
第
三
扇
、
上
か
ら
一
扇
目
が
〈
橋
姫
〉（
図
19
）、

第
四
扇
、
上
か
ら
一
扇
目
が
〈
桐
壷
〉（
図
20
）、
第
五
扇
、
上
か
ら
二
扇
目
が
〈
玉

鬘
〉（
図
21
）
と
見
做
さ
れ
る
。
ま
た
明
確
な
描
写
に
乏
し
く
、
断
定
は
憚
ら
れ
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る
が
、
第
四
扇
、
上
か
ら
三
扇
目
が
〈
薄
雲
（
仮
）〉（
図
22
）、
第
六
扇
、
上
か

ら
二
扇
目
が
〈
夕
霧
（
仮
）〉 （
図
23
） 

と
思
わ
れ
る
。
今
後
、〈
源
氏
物
語
扇
面
貼

付
屏
風
〉
の
作
者
や
美
術
品
・
文
化
財
と
し
て
の
価
値
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
に

は
、
や
は
り
絵
画
表
現
の
分
析
が
最
も
重
要
な
作
業
と
な
る
。

ｄ
〈
平
成
二
十
七
年
度
調
査
品
①
〉（
図
24
・
25
）

〈
平
成
二
十
七
年
度
調
査
品
①
〉
は
先
に
触
れ
た
通
り
対
幅
で
あ
り
、
二
幅
が

一
つ
の
保
存
箱
に
収
納
さ
れ
て
い
る
（
図
26
）。
保
存
箱
と
掛
軸
の
寸
法
は
一
致

し
て
お
り
、
保
存
箱
の
蓋
に
は
「
守
信
筆
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
図
27
）。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
絵
に
は
、
右
幅
の
画
面
右
下
及
び
左
幅
の
画
面
左
下
に
「
探
幽
齋
筆
」

の
落
款
と
、
探
幽
の
印
章
の
一
つ
と
し
て
世
間
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
「
守
信
」

の
朱
文
瓢
形
印
が
確
認
で
き
る
（
図
28
・
29
）。
こ
の
落
款
及
び
印
章
の
位
置
、

ま
た
装
丁
や
寸
法
等
か
ら
、
両
作
品
が
対
幅
で
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

画
題
に
つ
い
て
は
特
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
共
に
水
墨
に
よ
る
山
水
図
で
あ

り
、
右
幅
は
〈
洞
庭
秋
月
図
〉、
左
幅
は
〈
瀟
湘
夜
雨
図
〉
と
目
さ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
両
幅
共
に
〈
瀟
湘
八
景
図
〉
よ
り
選
び
出
さ
れ
た
場
面
を
描
写
し
て
い
る

可
能
性
が
高
く
、
当
初
は
八
幅
で
一
具
で
あ
っ
た
可
能
性
に
つ
い
て
も
顧
慮
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。
以
後
、
本
作
品
を
〈
伝
守
信
筆
山
水
図
〉
と
称
し
、
各
幅
を

〈
洞
庭
秋
月
図
（
仮
）〉、〈
瀟
湘
夜
雨
図
（
仮
）〉
と
す
る
。

ｅ
〈
平
成
二
十
七
年
度
調
査
品
②
〉（
図
30
）

〈
平
成
二
十
七
年
度
調
査
品
②
〉
の
保
存
箱
蓋
に
は
、
上
方
中
央
に
「
踊
壽
老
」、

下
方
中
央
に
「
永
納
筆
」、
更
に
、
こ
の
下
方
中
央
の
「
永
納
筆
」
の
右
上
方
に
「
狩

野
縫
殿
助
山
静
」
と
墨
で
記
さ
れ
て
い
る
（
図
31
）。
ま
た
、
絵
の
左
下
に
「
山
静
」

の
印
章
（
白
文
方
印
）
が
押
さ
れ
て
い
る
（
図
32
）。
絵
に
は
画
面
右
方
に
踊
る

寿
老
人
が
描
か
れ
て
お
り
、
保
存
箱
蓋
に
「
踊
壽
老
」
と
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、

寿
老
人
が
主
要
な
描
写
対
象
で
あ
る
こ
と
に
相
違
は
な
い
も
の
の
、
画
面
左
方
に

は
踊
る
寿
老
人
を
見
物
す
る
大
黒
天
と
恵
比
須
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
点
を
加

味
す
れ
ば
、
画
題
は
〈
三
福
神
図
〉
と
す
る
選
択
肢
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

後
世
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
保
存
箱
蓋
の
記
入
を
優
先
し
、〈
伝
永
納
筆
踊
壽
老

図
（
三
福
神
図
）〉
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
掛
軸
と
保
存
箱
の
寸
法
は

合
致
し
て
お
ら
ず
、
今
後
、
調
査
が
進
み
、
新
た
な
掛
軸
が
発
見
さ
れ
た
際
に
、

様
々
な
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
、
本
掛
軸
及
び
保
存
箱
の
扱
い
に
は
十
分
に
注
意

を
払
う
必
要
が
あ
る
（
図
33
）。

ｆ
〈
平
成
二
十
七
年
度
調
査
品
③
〉（
図
34
）

〈
平
成
二
十
七
年
度
調
査
品
③
〉
の
保
存
箱
蓋
に
は
、
上
方
中
央
に
「
寿
老
人
」、

下
方
中
央
に
「
一
幅
」、
ま
た
、
こ
の
「
一
幅
」
と
い
う
書
き
込
み
の
右
上
方
に
「
狩

野
探
信
筆
」
と
墨
で
記
さ
れ
て
い
る
（
図
35
）。
個
人
的
な
見
解
な
が
ら
、
画
題
、

作
者
、
員
数
と
い
う
基
本
事
項
が
漏
れ
る
こ
と
な
く
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

取
り
上
げ
て
き
た
三
件
の
保
存
箱
の
中
で
は
、
最
も
適
切
な
書
き
込
み
が
な
さ
れ

て
い
る
と
見
做
さ
れ
よ
う
。
絵
に
お
い
て
は
、
画
面
下
半
分
の
上
下
幅
を
殆
ど
埋

め
る
大
き
さ
で
、
中
央
に
、
画
面
左
方
を
向
い
て
立
つ
寿
老
人
が
描
か
れ
て
お
り
、

こ
の
寿
老
人
の
頭
部
の
右
方
に
「
狩
野
探
信
筆
」
の
落
款
と
「
忠
淵
」
の
印
章
（
白

文
方
印
）
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
（
図
36
・
37
）。
名
称
に
つ
い
て
は
、
箱
書
を
尊

重
し
〈
伝
探
信
筆
寿
老
人
図
〉
と
し
て
お
く
。

（
二
）〈
法
橋
友
汀
落
款
山
水
花
鳥
人
物
貼
交
屏
風
〉
の
諸
問
題

平
成
二
十
七
年
度
に
調
査
を
行
っ
た
三
件
の
掛
軸
に
関
し
て
は
、
調
査
後
間
も
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な
い
こ
と
も
あ
り
、
踏
み
込
ん
だ
考
察
を
加
え
る
段
階
に
な
い
。
一
方
、
平
成
二

十
六
年
度
に
調
査
を
行
っ
た
四
件
の
屏
風
の
中
で
、
最
も
注
目
さ
れ
る
作
品
は
、

作
者
や
制
作
年
代
を
特
定
し
得
る
情
報
、
す
な
わ
ち
落
款
及
び
印
章
を
有
す
る

〈
法
橋
友
汀
落
款
山
水
花
鳥
人
物
貼
交
屏
風
〉
で
あ
る
。
い
さ
さ
か
踏
み
込
ん
だ

見
解
な
が
ら
、
本
屏
風
の
作
者
や
制
作
年
代
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、

小
山
家
に
伝
来
し
た
美
術
品
の
性
格
に
つ
い
て
明
確
に
す
る
こ
と
と
殆
ど
同
義
で

あ
る
と
見
做
さ
れ
る
。
以
下
、〈
法
橋
友
汀
落
款
山
水
花
鳥
人
物
貼
交
屏
風
〉
の

諸
問
題
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
。

第
一
の
問
題
は
、
第
一
扇
及
び
第
六
扇
の
絵
の
み
に
「
法
橋
友
汀
筆
」
の
落
款

と
印
章
の
捺
印
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
六
曲
屏
風
の
各
扇
に
、
そ
れ
ぞ
れ
完
結
し

た
絵
を
配
す
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
に
画
家
の
落
款
や
印
章
が
入
る
の
が
一
般

的
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
通
り
、
第
一
扇
及
び
第
六
扇
の
絵
の
み
に
落
款
及
び
印

章
が
入
る
の
は
甚
だ
特
殊
な
状
況
と
見
做
さ
れ
る
。
こ
こ
で
思
い
起
こ
さ
れ
る
の

が
、
三
幅
対
の
形
式
を
採
る
掛
軸
の
絵
画
作
品
で
あ
る
。
主
要
な
画
題
を
中
央
に

置
き
、
左
右
に
樹
木
等
を
伴
っ
た
禽
獣
図
を
配
す
る
形
式
は
、
三
幅
対
の
掛
軸
に

お
い
て
は
度
々
見
受
け
ら
れ
る
構
成
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
の
可
能
性
と
し

て
、
第
一
扇
及
び
第
六
扇
の
絵
は
、
本
来
、
三
幅
対
の
掛
軸
の
左
右
幅
で
あ
り
、

後
世
、
別
に
伝
わ
っ
た
作
品
と
共
に
、
現
在
の
屏
風
形
式
に
仕
立
て
ら
れ
た
と
い

う
過
程
が
、
ま
っ
た
く
想
定
さ
れ
な
い
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
、
本
屏
風
と
対
を

成
す
新
出
の
屏
風
に
お
い
て
も
、
第
一
扇
及
び
第
六
扇
の
絵
の
み
に
落
款
及
び
印

章
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
更
に
、
絵
画
表
現
の
分
析
は
別
稿
に
お
い
て
行
う
が
、

落
款
及
び
印
章
を
伴
う
両
屏
風
第
一
扇
及
び
第
六
扇
の
絵
と
、
そ
の
他
の
第
二
扇

よ
り
第
五
扇
ま
で
の
絵
と
の
間
に
、
画
家
や
制
作
時
期
の
相
違
を
積
極
的
に
主
張

す
る
程
の
差
異
は
見
出
さ
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
落
款
及
び
印
章
を
伴
う
絵
が

四
面
存
在
し
、
こ
れ
ら
四
面
の
絵
と
落
款
及
び
印
章
の
な
い
八
面
の
絵
と
の
間
に

明
白
な
差
異
が
見
出
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
別
々
に
伝
わ
っ
た
十
二
幅
の
掛
軸
が

後
世
に
屏
風
へ
と
改
変
さ
れ
た
可
能
性
は
極
め
て
低
く
、
本
屏
風
の
構
成
が
制
作

段
階
に
お
い
て
明
確
な
意
図
を
も
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と

考
え
ら
れ
る
。

第
二
の
問
題
は
各
扇
の
画
題
、
ま
た
各
扇
同
士
の
絵
と
絵
と
の
関
係
性
に
つ
い

て
で
あ
り
、
第
一
の
問
題
と
も
大
い
に
関
連
す
る
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て

も
考
察
す
べ
き
問
題
は
、
本
屏
風
の
現
状
が
制
作
当
初
の
姿
を
留
め
て
い
る
か
否

か
と
い
う
点
に
集
約
さ
れ
る
。

第
一
扇
及
び
第
六
扇
に
禽
獣
を
配
し
、
第
二
扇
及
び
第
五
扇
に
単
独
の
人
物
を

配
し
、
第
三
扇
及
び
第
四
扇
に
は
、
上
方
に
遠
景
と
し
て
風
景
を
描
写
す
る
絵
を

置
く
と
い
う
点
か
ら
、
各
扇
の
配
置
に
は
制
作
者
、
或
い
は
依
頼
主
の
意
図
が
幾

ら
か
働
い
て
い
る
よ
う
に
見
做
さ
れ
る
。
更
に
、
各
扇
の
絵
の
内
容
及
び
配
置
か

ら
判
断
し
て
、
作
者
や
制
作
時
期
の
異
な
る
諸
作
品
が
、
偶
然
同
じ
場
所
に
伝
来

し
、
改
め
て
一
隻
の
屏
風
に
仕
立
て
直
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら

れ
る
。

加
え
て
、
本
屏
風
と
対
を
成
す
と
見
做
さ
れ
る
新
出
の
屏
風
に
お
い
て
は
、
第

一
扇
〈
鷹
図
〉、
第
二
扇
、
第
三
扇
、
第
五
扇
は
〈
唐
人
物
図
〉、
第
四
扇
〈
花
鳥

図
〉、
第
六
扇
〈
雪
景
山
水
図
〉、
と
い
う
配
置
が
な
さ
れ
て
お
り
、
人
物
図
を
第

二
扇
か
ら
第
五
扇
の
間
、
す
な
わ
ち
屏
風
の
中
心
側
に
集
め
、
第
一
扇
及
び
第
六

扇
、
す
な
わ
ち
屏
風
の
両
端
に
禽
獣
あ
る
い
は
風
景
の
図
を
配
す
る
構
成
は
、〈
法

橋
友
汀
落
款
山
水
花
鳥
人
物
貼
交
屏
風
〉
と
相
通
ず
る
も
の
と
見
做
さ
れ
る
。
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な
お
第
二
扇
に
は
、
人
物
の
傍
ら
に
朱
塗
り
の
几
、
更
に
そ
の
上
に
花
を
生
け

た
瓶
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
８
）。
第
三
扇
で
は
、
老
人
が
牡
丹
と
目
さ
れ
る
花

を
瓶
に
入
れ
、
瓶
を
杖
の
先
に
掛
け
て
担
い
で
い
る
（
図
９
）。
第
五
扇
で
は
、

童
子
が
酒
壷
の
よ
う
な
も
の
を
背
負
っ
て
い
る
。
何
れ
の
人
物
画
も
、
容
姿
や
衣

服
の
描
写
か
ら
、
狩
野
派
を
初
め
と
し
た
諸
派
の
絵
画
や
文
人
画
に
度
々
登
場
す

る
〈
八
仙
〉
中
の
〈
韓
湘
子
〉、〈
藍
采
和
〉、〈
曹
国
舅
〉、〈
何
仙
姑
〉、
あ
る
い
は
、

伝
説
化
し
た
古
人
の
〈
林
和
靖
〉
や
〈
陶
淵
明
〉
等
の
画
題
を
想
起
さ
せ
る
一
方

で
、
い
ま
挙
げ
た
諸
々
の
画
題
が
備
え
る
べ
き
図
像
と
完
全
に
合
致
す
る
表
現
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
定
型
の
画
題
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
図

像
を
再
構
成
し
、
伝
統
的
な
絵
画
の
要
素
を
残
し
つ
つ
も
、
新
た
な
画
題
の
在
り

方
や
新
た
な
表
現
の
可
能
性
を
積
極
的
に
表
現
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。

特
定
の
流
派
に
所
属
す
る
専
門
画
家
も
、
常
に
図
像
に
忠
実
に
描
く
こ
と
ば
か

り
で
な
い
こ
と
は
、
狩
野
派
の
画
家
に
よ
る
人
物
図
の
中
に
、
画
題
が
特
定
さ
れ

て
い
な
い
作
例
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
本
屏
風
各
扇
の

画
題
が
、
今
後
特
定
さ
れ
る
可
能
性
は
大
い
に
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

本
屏
風
の
人
物
図
が
殆
ど
普
及
し
て
い
な
い
特
異
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で

あ
り
、
こ
の
様
な
点
に
こ
そ
、
本
屏
風
の
画
家
や
依
頼
主
の
性
格
が
反
映
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
三
の
問
題
は
、
第
一
点
目
、
第
二
点
目
で
の
考
察
に
反
す
る
問
題
を
含
ん
で

い
る
。〈
法
橋
友
汀
落
款
山
水
花
鳥
人
物
貼
交
屏
風
〉
及
び
新
出
品
、
両
屏
風
の

第
一
扇
と
第
六
扇
と
に
書
き
込
ま
れ
た
落
款
「
法
橋
友
汀
筆
」
の
字
体
が
や
や
異

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
図
２
・
３
）。
各
扇
に
、
そ
れ
ぞ
れ
完
結
し
た
絵
を
配

す
る
場
合
、
落
款
の
字
体
は
統
一
し
、
差
異
を
極
力
少
な
く
す
る
例
が
大
半
を
占

め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
真
贋
判
定
と
は
別
の
問
題
と
し
て
、
両
屏
風
の
第
一
扇

及
び
第
六
扇
の
計
四
面
の
絵
は
、
友
汀
真
筆
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
制
作
時
期
や

制
作
目
的
が
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
こ
で
興
味
深
い
こ
と
は
、
石
田
友
汀
の
真
筆
と
さ
れ
、
本
格
的
な
絵
画
表
現

が
な
さ
れ
て
い
る
数
少
な
い
作
品
の
中
で
、〈
蘭
亭
曲
水
図
屏
風
〉（
七
宝
庵
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
）
及
び
〈
梅
竹
鶴
図
〉（
七
宝
庵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
で
あ
る
。
展
覧
会

図
録
（
３
）
で
の
観
察
な
が
ら
、〈
蘭
亭
曲
水
図
屏
風
〉
の
右
隻
と
左
隻
と
、
ま
た
〈
梅

竹
鶴
図
〉
の
右
幅
と
左
幅
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
落
款
の
字
体
が
異
な
っ
て
い
る
（
図

４
・
５
）。
こ
の
こ
と
は
、
石
田
友
汀
の
落
款
の
特
徴
を
示
す
と
考
え
ら
れ
、
む

し
ろ
本
屏
風
の
真
贋
に
関
し
て
、
積
極
的
な
捉
え
方
を
支
持
す
る
一
つ
の
要
素
と

成
り
得
る
可
能
性
が
あ
る
。

最
後
に
、
印
章
に
つ
い
て
一
言
触
れ
て
お
く
。
先
に
述
べ
た
通
り
、
本
屏
風
及

び
本
屏
風
の
対
と
看
做
さ
れ
る
新
出
の
屏
風
、
そ
れ
ぞ
れ
の
第
一
扇
及
び
第
六
扇

に
朱
文
方
印
及
び
白
文
連
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

朱
文
方
印
と
白
文
連
印
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
上
下
二
字
、
左
右
二
字
、
す
な
わ
ち

計
四
字
で
構
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
朱
文
方
印
の
上
半
分
は
白
文
連

印
中
の
左
上
に
位
置
す
る
文
字
、
ま
た
朱
文
方
印
の
下
半
分
は
白
文
連
印
中
の
右

下
に
位
置
す
る
文
字
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
字
の
偏
と
旁
と
を
一
字
と
し
て
、
左
右
二

字
に
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
筆
者
が
篆
刻
辞
典
や
落
款
辞

典
を
瞥
見
し
た
限
り
で
は
、
白
文
連
印
中
の
左
上
の
文
字
及
び
白
文
連
印
中
の
右

下
の
文
字
と
完
全
に
一
致
す
る
も
の
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。

白
文
連
印
中
の
左
上
の
文
字
の
偏
が
「
寉
」、
白
文
連
印
中
の
右
下
の
文
字
の

偏
が
「
氵
（
さ
ん
ず
い
）」
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
な
が
ら
、
旁
の
部
分
と
合
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致
す
る
字
が
確
定
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
画
家
の
印
章
に
お
い
て
は
意
匠
を
こ

ら
し
、
楷
書
の
形
式
に
変
形
や
改
変
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
が
殆
ど
あ
り
、
こ
の
点

を
顧
慮
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
形
の
類
似
か
ら

推
測
す
る
と
、
白
文
連
印
中
の
左
上
の
文
字
の
旁
は
「
鳥
」、
ま
た
本
屏
風
の
諸

条
件
を
鑑
み
る
と
、
白
文
連
印
中
の
右
下
の
文
字
の
旁
は
「
尺
」
あ
る
い
は
「
睪
」

を
再
構
成
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
加
え
て
、
単
に
、
白
文
連
印
中
の
左
上
の

文
字
の
旁
を
「
鳥
」、
ま
た
白
文
連
印
中
の
右
下
の
文
字
の
旁
を
「
沢
（
澤
）」
と

す
る
だ
け
な
ら
ば
強
引
な
こ
じ
つ
け
で
あ
る
と
の
批
判
を
免
れ
え
な
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
厳
密
に
は
、
白
文
連
印
中
の
左
上
の
文
字
の
旁
は
「
鳥
」
の
字
の
上
半

分
を
、
ま
た
白
文
連
印
中
の
右
下
の
文
字
の
旁
は
「
鳥
」
の
字
の
下
半
分
と
「
沢

（
澤
）」
の
字
と
を
再
構
成
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
捉
え
方
と
し
て
は
、
朱
文
方
印
が
全
体
と
し
て
「
鶴
沢
（
鶴
澤
）」

を
示
し
、
こ
の
朱
文
方
印
の
上
半
分
と
下
半
分
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
字
と
し
て
白

文
連
印
中
の
左
上
及
び
右
下
に
用
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
図
６
）。
な
お
、

白
文
連
印
中
の
右
上
の
字
は
「
田
」、
左
下
の
字
は
「
印
」
で
あ
る
。

最
後
に
、
印
章
と
落
款
と
の
関
係
、
す
な
わ
ち
、
仮
に
印
章
を
先
の
よ
う
に
解

釈
し
た
場
合
に
、
落
款
に
示
さ
れ
た
石
田
友
汀
と
い
う
画
家
と
の
関
係
性
が
見
出

さ
れ
る
と
い
う
点
に
も
触
れ
て
お
く
。
石
田
友
汀
の
父
石
田
幽
汀
は
鶴
澤
派
の
流

れ
を
汲
む
画
家
で
あ
り
、
円
山
応
挙
の
師
と
し
て
も
著
名
で
あ
る
（
４
）
。
当
然
、
石
田

友
汀
も
鶴
澤
派
の
流
れ
を
汲
む
画
家
の
一
人
と
看
做
さ
れ
、「
鶴
沢
」
の
名
を
伴
っ

た
印
章
を
使
用
し
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
ま
た
、
白
文
連
印
中
の

「
田
」
に
つ
い
て
は
、
苗
字
に
「
田
」
の
字
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
関
連
性
は

あ
る
。

な
お
、
石
田
友
汀
の
印
章
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
さ
ら
に
広
く
調
査
を
進
め
て

い
く
予
定
で
あ
る
が
、
筆
者
が
瞥
見
し
た
限
り
で
は
、
石
田
友
汀
真
筆
と
し
て
世

間
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
作
品
は
数
例
に
留
ま
っ
て
お
り
、
石
田
友
汀
の
印
章
と

し
て
は
、
名
「
叔
明
」
を
示
す
も
の
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
（
図
７
）。
一
方
で
、

仮
に
本
屏
風
の
印
章
を
先
の
よ
う
に
解
釈
し
た
場
合
に
、「
田
」、「
鶴
」、「
沢
」

と
い
っ
た
字
を
画
号
や
名
に
含
む
画
家
、
あ
る
い
は
屏
風
を
所
有
し
た
可
能
性
の

あ
る
有
力
者
も
現
在
の
と
こ
ろ
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。

従
来
の
研
究
に
お
い
て
、
石
田
友
汀
と
い
う
画
家
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は

皆
無
に
等
し
く
、
本
屏
風
の
調
査
・
研
究
に
は
真
贋
判
定
を
初
め
と
し
て
単
純
に

解
決
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
が
多
分
に
含
ま
れ
て
い
る
（
５
）
。
ま
た
、
作
品
に
関

係
す
る
新
た
な
文
献
資
料
等
の
出
現
は
期
待
で
き
ず
、
本
屏
風
の
作
者
の
性
格
や

美
術
品
・
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
見
極
め
る
た
め
に
は
、
今
後
、
美
術
史
分
野

の
本
領
で
あ
る
絵
の
表
現
様
式
の
分
析
が
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
本
屏
風
に
お

け
る
絵
画
表
現
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
紙
面
の
関
係
上
、
別
稿
に
お
い
て
詳
述
す

る
こ
と
と
す
る
。

む
す
び
に
か
え
て

平
成
二
十
五
年
度
に
む
す
び
わ
ざ
館
ギ
ヤ
ラ
リ
ー
で
開
催
し
た
、「
京
都
下
嵯

峨
薪
炭
商
小
山
家
の
歴
史
」
の
展
示
状
況
を
紹
介
す
る
。

展
示
は
小
山
家
の
沿
革
、
生
業
に
使
用
し
た
道
具
類
、
日
常
生
活
で
使
用
し
た

道
具
や
調
度
品
な
ど
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
注
目
さ
れ
た
資
料
を
紹
介
す
る
。「
安

政
二
年
」
と
箱
書
き
さ
れ
た
衣
装
箱
に
収
め
ら
れ
た
、
火
事
装
束
が
あ
げ
ら
れ
る
。
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箱
内
に
は
、
羽
織
、
胸
当
（
家
紋
付
）、
野
袴
、
帯
、
革
製
白
足
袋
な
ど
が
未
使

用
の
ま
ま
納
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
衣
装
は
武
家
火
事
装
束
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で

あ
る
。
こ
の
火
事
装
束
か
ら
、
当
地
に
お
け
る
小
山
家
の
政
治
力
を
十
分
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

今
回
、
戦
中
・
戦
後
の
石
油
事
情
の
悪
化
に
伴
っ
て
生
産
さ
れ
た
、
木
炭
自
動

車
の
燃
料
を
小
山
勝
之
氏
の
指
導
を
得
て
復
元
、
展
示
し
た
。
材
料
は
ク
ヌ
ギ
の

割
木
を
、
約
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
厚
さ
に
揃
え
て
切
断
し
た
も
の
で
あ
る
。
小

山
氏
に
よ
れ
ば
、
表
皮
が
付
い
て
い
る
た
め
着
火
し
や
す
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
を
俵
に
詰
め
て
出
荷
し
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
他
、
行
燈
や
携
帯
用
の
燈
火
器
な
ど
道
具
に
見
ら
れ
る
工
夫
や
デ
ザ
イ
ン

に
は
驚
か
さ
れ
た
。
ま
た
、
極
限
の
細
さ
ま
で
削
り
込
ん
だ
竹
ひ
ご
製
の
虫
篭
は
、

伝
統
工
芸
技
術
の
高
さ
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

小
山
家
の
調
査
は
、
今
年
度
か
ら
目
録
の
作
成
と
並
行
し
て
資
料
調
査
も
開
始

し
た
。
今
後
は
資
料
整
理
・
調
査
の
進
捗
に
と
も
な
っ
て
、
成
果
を
公
開
す
る
予

定
で
あ
る
。（
以
上
鈴
木
）

小
山
家
に
伝
来
す
る
美
術
品
の
中
で
、
基
礎
調
査
を
終
え
た
も
の
は
僅
か
七
件

に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
諸
作
品
の
落
款
や
箱
書
き
か
ら
は
、
小
山
家
伝

来
品
の
性
格
に
関
わ
る
甚
だ
重
要
な
問
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
即
ち
、
第

一
に
挙
げ
ら
れ
る
点
は
、
平
成
二
十
七
年
度
に
調
査
を
実
施
し
た
三
件
、〈
伝
守

信
筆
山
水
図
〉、〈
伝
永
納
筆
踊
壽
老
図
（
三
福
神
図
）〉、〈
伝
探
信
筆
寿
老
人
図
〉

の
如
く
、
十
七
世
紀
ま
で
遡
り
得
る
狩
野
派
の
画
家
の
落
款
及
び
印
章
を
伴
う
作

品
が
一
群
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
の
問
題
は
、
先
に
挙
げ
た
狩
野
派
の
画
家
の
落
款
や
印
章
を
伴
う
作
品
群

と
は
別
に
、〈
法
橋
友
汀
落
款
山
水
花
鳥
人
物
貼
交
屏
風
〉
の
如
く
、
十
八
世
紀

後
半
の
京
都
画
壇
と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
る
作
品
が
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
本
屏
風
の
真
贋
は
、
作
者
や
制
作
年
代
に
関
わ
る
情
報
が
何
一
つ
残
さ
れ
て

い
な
い
〈
西
王
母
東
王
父
図
屏
風
〉
や
〈
源
氏
物
語
扇
面
貼
付
屏
風
〉
の
性
格
に

つ
い
て
考
察
す
る
上
で
も
、
甚
だ
重
要
な
指
標
の
一
つ
と
成
り
得
る
で
あ
ろ
う
。

第
一
、
第
二
、
い
ず
れ
の
問
題
に
お
い
て
も
、
最
初
に
解
決
す
べ
き
は
諸
作
品

の
真
贋
で
あ
り
、
諸
作
品
が
真
筆
で
あ
れ
ば
、
小
山
家
の
権
威
や
文
化
的
活
動
の

一
端
を
示
す
も
の
と
成
り
得
る
。
一
方
、
贋
作
で
あ
る
な
ら
ば
、
い
つ
頃
、
い
か

な
る
過
程
を
経
て
、
い
か
な
る
人
々
に
よ
っ
て
小
山
家
へ
と
齎
さ
れ
た
の
か
、
甚

だ
興
味
深
い
。
真
贋
の
疑
わ
れ
る
作
品
に
も
作
者
は
存
在
し
、
人
並
み
以
上
の
技

術
と
経
験
と
が
必
要
と
さ
れ
る
様
子
は
想
像
に
難
く
な
い
。
従
来
の
研
究
に
お
い

て
は
、
こ
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
る
。
即
ち
、
仮
に
贋
作
が
見
出
さ
れ
た
場
合
に
も
、
小
山
家
に
伝
来
す

る
美
術
品
の
研
究
は
様
々
な
方
向
へ
と
展
開
す
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。
な

お
、
余
白
の
関
係
上
、
諸
作
品
の
落
款
及
び
印
章
、
絵
画
表
現
の
具
体
的
な
分
析

は
別
稿
で
取
り
上
げ
る
。

以
上
の
通
り
、
僅
か
な
が
ら
今
後
の
見
通
し
を
立
て
ら
れ
る
状
況
に
は
な
っ
た

も
の
の
、
本
課
題
は
活
動
を
開
始
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
状
況
は
日
々
刻
々
と
変

化
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
近
世
京
都
の
有
力
商
家
小
山
家
の
文
化
的
活
動

に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
べ
く
、
よ
り
一
層
、
慎
重
か
つ
詳
細
な
調
査
・
研
究
を

継
続
し
て
い
く
。
ま
た
、
調
査
・
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、
学
芸
員
課
程
科
目
「
博

物
館
実
習
Ⅱ
」
の
授
業
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
展
覧
会
企
画
・
運
営
実
習
と
い
っ

た
形
で
、
学
生
の
学
習
に
貢
献
す
る
こ
と
も
一
つ
の
目
的
と
し
な
が
ら
公
開
し
て
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い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。（
以
上
吉
田
）

（
執
筆
担
当
―
一
を
鈴
木
、
二
・
三
を
吉
田
、
四
は
鈴
木
・
吉
田
が
共
同
で
担
当
。）

注（
１
）
平
成
二
十
六
年
度
の
調
査
の
後
、〈
平
成
二
十
六
年
度
調
査
品
②
〉
と
同
様
に
、

第
一
扇
及
び
第
六
扇
に
「
法
橋
友
汀
筆
」
の
落
款
と
印
章
を
伴
う
、
本
来
は
本
屏

風
と
対
を
成
し
て
い
た
と
看
做
さ
れ
る
屏
風
が
新
た
に
発
見
さ
れ
た
。

（
２
）
第
五
扇
の
水
上
で
笹
の
葉
に
乗
る
老
人
は
、
漢
画
系
人
物
画
に
度
々
登
場
し
、
仙

人
の
如
く
表
現
さ
れ
る
〈
東
方
朔
〉
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
確
証
が
な
い
の
で
〈
仙

人
図
〉
と
し
て
お
く
。

（
３
）『
彩
〜
鶴
澤
派
か
ら
応
挙
ま
で
〜
』（
展
覧
会
図
録
、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
、

二
〇
一
〇
年
。

（
４
）
石
田
友
汀
の
生
没
年
や
画
号
な
ど
に
つ
い
て
は
、
諸
先
学
の
研
究
を
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
一
、
佐
々
木
丞
平
「
京
画
壇
と
鶴
沢
派
」（『
江
戸
期
の
京
画

壇
―
鶴
沢
派
を
中
心
と
し
て
』（
展
覧
会
図
録
）
所
収
）、
京
都
大
学
文
学
部
博
物

館
、
一
九
九
六
年
。
二
、
五
十
嵐
公
一
「
鶴
澤
派
に
注
目
す
る
理
由
」（『
彩
〜
鶴

澤
派
か
ら
応
挙
ま
で
〜
』（
展
覧
会
図
録
）
所
収
）、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
、

二
〇
一
〇
年
。
三
、『
都
の
絵
師
は
百
花
繚
乱
『
平
安
人
物
志
』
に
み
る
江
戸
時

代
の
京
都
画
壇
』（
展
覧
会
図
録
）、
京
都
文
化
博
物
館
、
一
九
九
八
年
。

（
５
）
右
に
同
じ
。

図
版
出
典

（
図
１
〜
３
、
８
〜
37
）
小
山
勝
之
氏
よ
り
鈴
木
が
許
可
を
い
た
だ
き
、
吉
田
が
撮
影
を

行
っ
た
。

（
図
４
） 『
彩
〜
鶴
澤
派
か
ら
応
挙
ま
で
〜
』（
展
覧
会
図
録
、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
、

二
〇
一
〇
年
。

（
図
５
） 

右
に
同
じ
。

（
図
６
） 

前
掲
書
図
38
。

（
図
７
） 『
日
本
書
画
落
款
大
辞
典
〈
上
巻
〉』、
遊
子
館
、
二
〇
〇
七
年
。
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図１　〈法橋友汀落款山水花鳥人物貼交屏風〉

図
２
　〈
法
橋
友
汀
落
款
山
水
花
鳥
人
物
貼
交
屏
風
〉
第
一
扇
落
款
及
び
印
章

図
３
　〈
法
橋
友
汀
落
款
山
水
花
鳥
人
物
貼
交
屏
風
〉
第
六
扇
落
款
及
び
印
章

図
４
　〈
梅
竹
鶴
図
〉
右
隻
落
款
及
び
印
章

図
５
　〈
梅
竹
鶴
図
〉
左
隻
落
款
及
び
印
章

図
６
（
参
考
図
版
）、
鶴
澤
探
泉
落
款
及
び
印
章

図
７
　
友
汀
印
章
（『
日
本
書
画 

落
款
大
辞
典
』
よ
り
）
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図
８
　〈
法
橋
友
汀
落
款
山
水
花
鳥
人
物
貼
交
屏
風
〉（
新
出
品
）
第
二
扇

図
９
　〈
法
橋
友
汀
落
款
山
水
花
鳥
人
物
貼
交
屏
風
〉（
新
出
品
）
第
三
扇

図10　〈西王母東王父図屏風〉
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図
12
　
西
王
母

図
11
　
東
王
父

図
14
　
西
王
母
（
部
分
）

図
13
　
西
王
母
従
者
と
桃
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図15　〈源氏物語扇面貼付屏風〉

図
17
　「
朝
顔
」

図
16
　
草
花
図

図
18
　「
若
菜
上
」

図
17
―

２
　「
朝
顔
」（
部
分
）
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図
19
　「
橋
姫
」

図
21
　「
玉
鬘
」

図
18
―

２
　「
若
菜
上
」（
部
分
）

図
20
　「
桐
壷
」

図
23
　「
夕
霧
」
か
？

図
22
　「
薄
雲
」
か
？
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図
24
　〈
洞
庭
秋
月
図
（
仮
）〉（〈
伝
守
信
筆
山
水
図
〉
の
う
ち
）

図
25
　〈
瀟
湘
夜
雨
図
（
仮
）〉（〈
伝
守
信
筆
山
水
図
〉
の
う
ち
）

図
27
　〈
伝
守
信
筆
山
水
図
〉
箱
書
き

図
29
　〈
瀟
湘
夜
雨
図
（
仮
）〉
落
款
及
び
印
章

図
28
　〈
洞
庭
秋
月
図
（
仮
）〉
落
款
及
び
印
章

図26　〈伝守信筆山水図〉保存箱
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図
31
　〈
伝
永
納
筆
踊
壽
老
図
（
三
福
神
図
）〉
箱
書
き

図
30
　〈
伝
永
納
筆
踊
壽
老
図
（
三
福
神
図
）〉

図33　〈伝永納筆踊壽老図（三福神図）〉保存箱

図32　〈伝永納筆踊壽老図 

（三福神図）〉印章
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図
34
　〈
伝
探
信
筆
寿
老
人
図
〉

図
35
　〈
伝
探
信
筆
寿
老
人
図
〉
保
存
箱

図37　〈伝探信筆寿老人図〉印章

図36　〈伝探信筆寿老人図〉
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A Research on the Works of Art from the Koyama Family: 

The Training Report of the Museology Course II

Hisao SUZUKI

Takuji YOSHIDA

Abstract

Since May 2014, a research on the art collection of the Koyama family in Kyoto has been carried out as part of 

the museology courses. The Koyamas was a powerful merchant family known as the fuel dealer supplying fire-

wood and charcoal, a peculiar kind of business and thus worthwhile to investigate, in modern times. The purpose 

of this research is to show the significant achievements of the practical engagement with the unique traditional 

art works that provided an enhanced learning experience for the students who are interested in a curatorial 

career. Additionally, the research has made a step forward to unveil the outline of the works of art handed down 

by the Koyamas which is also explained in this paper.

Keywords:	the Koyama family, fueler, Kyoto in modern times, museology, folding screen


